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要旨 

 

大学を地域における重要な知的資源と位置づけ、地域の活性化に向けて積極的に活用し

ていこうという連携の取り組みは、近年様々な大学と地域で行われるようになっている。 

草津市においても、立命館大学BKC開設20周年を契機として、大学のある都市としての

優位性を活かしていくために、これからの大学を活かしたまちづくりを展望しながら、大

学、学生、市民、地域、NPO、中間支援団体、企業、行政との関係づくりの具体的な取り組

みを提案したのが本調査研究である。 

まず、今後、18歳人口に依存した大学入学者確保は非常に厳しい局面を迎えていくこと

になり、2013(平成25)年に文部科学省においてこれまでの大学に対する批判を踏まえ、「大

学改革実行プラン～社会の変革のエンジンとなる大学づくり～」が取りまとめられる等、

地域と連携した大学運営が重要な課題の一つとなっている中で、改めて、大学と地域との

連携意義を整理した。その意義としては、大学の地域貢献への取り組みに対して、地域は

大学に活動の場やまちの既存ストックを積極的に提供し、大学はそこから新たな知識を獲

得し、その成果を教育によって伝授し、地域の担い手となる人材を育成する。さらに新た

な問題が発見されても、大学および地域が連携して問題を解決・解消することでさらなる

知識の循環を形成するすることが重要であることがわかった。 

次に、草津市における大学を活かしたまちづくりとして、総合計画における大学教育の

位置づけや立命館大学をはじめとする大学との連携とその総括等を行った。その結果とし

て、連携の手段(仕組みやシステム)が構築できていると連携が進んでいくことや、大学と

課題を共有できると連携が進みやすいことがわかった。一方で、学生を地域の貴重な人材

と位置づけることで連携協議の必要性も見えてきた。 

そして、大学・学生を活かしたまちづくりの事例の検討を通して、地域と大学との連携

による地域活性化の可能性や、学生を活かしたまちづくりの可能性を考察し、中でも、従

来から草津未来研究所が持つプラットホーム機能をさらに発展させ、地域をベースに、市

民と行政、企業、大学等が連携してまちづくりを進めていくための「場所」、「環境」であ

る連携拠点(機能)が必要で、そうした連携拠点(機能)において、様々な取り組み等により

新しい価値を創造していくため、大学地域連携拠点(機能)の設置をはじめ10の具体的な取

り組みについて提案をしている。 
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はじめに 

 

大学を地域における重要な知的資源と位置づけ、地域の活性化に向けて積極的に活用し

ていこうという連携の取り組みは、近年様々な大学と地域で行われている。 

こうした大学との連携は自治体だけに留まらず、商工会議所との連携、まちづくり協議

会と連携・協力協定の締結等、組織や団体と多様に結びつくことで、様々な形で地域貢献

している。また、金沢市においては2010(平成 22)年 4月に「金沢市における学生のまちの

推進に関する条例」を制定する等、学生のまちとして、学生と市民との相互の交流や学生

と金沢のまちとの関係を深めている。 

草津市においても、協働のまちづくりを基調とした地域の課題解決や活性化、人材育成

等を図っていくためには、大学を地域の貴重な資源の一つとして捉え、今まで以上に相互

の連携・協力を推進していく必要がある。 

一方、大学においても、18歳人口に依存した大学入学者確保は非常に厳しい局面を迎え

ていくことになり、2013(平成25)年に文部科学省においてこれまでの大学に対する批判を

踏まえ、「大学改革実行プラン～社会の変革のエンジンとなる大学づくり～」が取りまとめ

られ、大学COC(Center of Community)機能の強化が掲げられる等、地域と連携した大学運

営が重要な課題の一つとなっている。 

こうした背景を踏まえ、第1章では、大学と地域の連携とその意義等について整理し、

第2章では、草津市における大学を活かしたまちづくりとして、総合計画における大学教育

の位置づけや立命館大学をはじめとする大学との連携とその総括等を行い、第3章では、大

学・学生を活かしたまちづくりの事例の検討を通して、地域と大学との連携による地域活

性化の可能性や学生を活かしたまちづくりの可能性を考察している。 

そして、第4章では、立命館大学 BKC 開設20周年を契機として、大学のある都市として

の優位性を活かしていくために、これからの大学を活かしたまちづくりを展望しながら、

大学、学生、市民、地域、NPO、中間支援団体、企業、行政との関係づくりの具体的な取り

組みを提案する等、今後の「大学と地域の連携の方向性のあり方」について調査・研究を

行ったものである。 

 

 

 


